
- 168 - 
 

東京都環境科学研究所年報 2010 

行政検体の精度管理 
石井 弘 吉岡 秀俊 藤波 浩美* 高橋 明宏 

（*非常勤研究員） 

 
１．はじめに 

環境局が実施している公共用水域の水質測定は、分析

業務を計量証明事業者に委託している。これらのデータ

は、環境実態の把握だけでなく、局の施策決定の重要な

資料となることから十分な精度が求められる。また、事

業所排水の水質測定についても同様に委託されている

が、水質汚濁防止法に基づく規制や指導の根拠となるこ

とから正確さが求められる。これらの業務委託は、区部

および多摩地域がそれぞれ業務別に発注するため、複数

の業者が受託しており、さらに業務が単年度であり毎年

業者が代わることから、いずれの受託業者であっても測

定値の精度が確保されることが重要である。 

このため、分析研究科では環境局より精度管理業務を

受託し、上記の民間事業者が実施する分析業務に対して、

各種の精度管理を実施している。主な業務としては、①

各分析機関の分析方法（標準作業手順書、以下ＳＯＰ）

のチェック、②局が行う分析機関の立入りへの同行と技

術的なアドバイス、③実サンプルのクロスチェック分析

による測定結果の確認がある。 

 本報告では、平成２１年度に実施した区部の水質監視

および水質規制、ならびに多摩地域の水質監視および水

質規制に関する精度管理業務の概要を報告する。これら

の分析委託は、区部及び多摩地域でそれぞれ水質監視と

水質規制を分けて４事業者に委託しており、以下ＩＤ社、

ＳＢ社、ＮＩ社およびＳＫ社と表記する。なお、地下水

およびダイオキシン類に関する精度管理業務については、

検体数も少ないことから今回の報告では省略した。 

 

２．ＳＯＰのチェック 

 環境局では分析業務を委託するに当たり、対象として

いる分析項目に関するＳＯＰを確認している。分析研究

科では分析作業者の立場からＪＩＳ等を参照して作業内

容の妥当性確認を行っている。平成２１年度については、

各社から提出されたＳＯＰについて、特に問題となる事

項は確認されなかった。 

３．分析機関への立入り 

 環境局の職員が分析委託業者に対して行う立入りに

同行し、確認を行った。主な確認項目を以下に示す。 

1) 試料の受入と保管関連 

  ①試料保管用冷蔵庫の確認、②試料保管状況の確認、

③受入試料取扱い記録の確認  

2) 分析機器と分析操作関連 

  ①分析機器管理状況の確認、②分析野帳の確認、③

標準液管理状況の確認   

3) 計量証明書関連 

  ①計量証明書調製台帳の確認、②計量証明書発行記

録の確認、③記載内容の最終確認、発行者、確認者 

4) 精度管理の実施状況関連 

  ①精度管理実施規定の確認、②過去5年間の精度管

理結果の確認 

平成２１年度に実施した立ち入りでは、ＳＫ社および

ＩＤ社、ＮＩ社については、特に問題となる事項は確認

されなかった。 

ＳＢ社では、立入り時に重金属の分析が提出されたＳ

ＯＰと異なる方法で行われていたため、実際に使用して

いる方法を記載したＳＯＰに差替えを指示した。 

また、ＳＢ社については、その後の業務を通じて、検

体搬入後速やかに分析がなされていない場合があるこ

とが判明した。このため、環境局はＳＢ社に対して「指

示書」を交付し、改善を指示した。その後、再度立入り

を実施して作業内容を詳細に検討したところ、次のよう

な問題点が確認されたため、改善を指導した。内容を以

下に示す。 

①ＤＯメーターの校正を記録すること、②ＢＯＤ測定

の際、希釈液および植種希釈水の5日間のＤＯ消費量を

記録すること、③直近に依頼した試料について分析野帳

を調べたところ、ＳＳとＣＯＤの実施記録がない等問題

が発見された。理由を明らかにするとともに対処するこ

と、④分析日が分析野帳に記載されていない時があるた

め、分析時に必ず記入すること、⑤今後ｐＨは当日に測
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定すること。これらの問題点については、後日ＳＢ社よ

り改善内容の報告があり、その内容については適切なも

のであった。 

 

４．実サンプルのクロスチェック分析 

 平成２１年度は区部の水質監視について１１８検体

（海域分４８検体を含む）、水質規制について２０検体、

多摩地域の水質監視について２１検体、水質規制につい

て２６検体、のべ１８５検体を対象として分析検体のク

ロスチェックを行った。主な測定項目は、ｐＨ、ＢＯＤ、

ＣＯＤ、ＳＳ、Ｔ－Ｎ、ＮＨ４－Ｎ、ＮＯ２－Ｎ、ＮＯ

３－Ｎ、Ｔ－Ｐ、ＰＯ４－Ｐ、大腸菌群数、金属（Ｚｎ、

Ｃｒ等）、Ｆ、ＶＯＣである。 

 図１～図３にＣＯＤ、Ｔ－Ｐ、Ｚｎのクロスチェック

の結果を整理して示す。図示していない項目を含め、ク

ロスチェックの検体数が多い項目については、分析業者

と環研の測定結果の相関は概ね良好であった。これらの

測定結果については、測定検体毎に報告書を作成してい

るが、必要に応じて速報を局の担当者に送付している。 

 また、分析研究科と民間事業者の測定結果について疑

義が生じた場合には、局の指示に従い、予備試料の再分

析を実施するなどして測定結果の再確認を行った。 

 

５．まとめ 

 行政検体の精度管理として、①ＳＯＰのチェック、②

分析機関への立入り、③実サンプルのクロスチェック分

析を実施した。分析機関への立入においては、問題点等

を指摘し、作業内容等の改善を指導した。また、のべ１

３７検体を対象として実サンプルのクロスチェック分析

も行った。これらの業務により、環境局が行う行政検体

の分析委託の精度管理に寄与できたと考える。 

図１ ＣＯＤのクロスチェック結果

図２ Ｔ－Ｐのクロスチェック結果

図３ Ｚｎのクロスチェック結果
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